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五
月
晴
れ
の
も
と
 

「市
民
農
園
」
オ
ー
プ

ン
 

五
月
五
日
か
ら
市
内
ー
ッ
谷
に
 

オ
ー
プ
ン
、
親
子
そ
ろ
っ

て
ク
 

ワ
を
お
ろ
す
の
ど
か
な
風
景
が
 

さ
れ
た
割
り
当
て
区
画
に
さ
つ

そ
く
ク
ワ
を
お
ろ
し
、
ウ
ネ
を

作
っ
て
ジ
ャ
ガ
芋
や
枝
豆
、
ナ

ス
等
を
植
え
五
月
晴
れ
の
下
で

楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
 【

写
真
 
ー
ツ
谷
で
】
 

土
に
親
し
み
、
収
穫
の
喜
び

を
分
ち
合
お
う
と
い
う
「
市
民

農
園
（
ち
び
っ
子
農
園
）
」
が
 

み
ら
れ
ま
し
た
。
 

「
市
民
農
園
」
 
は
、四
十
五

ア
ー
ル
の
広
さ
に
百
三
十
九
区

画

（
一
区
画
二
〇
平
方
名
）
を

設
け
ま
し
た
が
、
市
街
地
の
な

か
だ
け
あ
っ

て
申
し
込
み
も
満

杯
。
 

参
加
者
た
ち
は
、
荒
起
こ
し
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最
近
全
国
的

に

一
般
家
庭
で

悲
惨
な
人
身
事

故
を
伴
う
火
災

が
多
発
し
て
お

り
ま
す
。
 

な
か
で
も
石
 

油
ス
ト
ー
ブ
、
 

石
油
風
呂
釜
等

の
燃
焼
機
器
の

整
備
、
ま
た
は

使
用
不
良
が
そ

の
出
火
原
因
と

な
っ
て
い
る
も

の
が
多
数
を
占
 

め
て
い
る
現
況
で
す
。
 

各
家
庭
で
は
こ
れ
か
ら
温
暖
 

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
使
用
中

の
ス
ト
ー
ブ
等
の
点
検
・
整
備

を
行
い
格
納
さ
れ
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
こ
の
場
合

は
必
ず
素
人
に
よ
る
危
険
な
分

解
掃
除

・
整
備
等
は
行
わ
ず
、
 

信
頼
の
お
け
る
メ
ー
カ
ー
の
販

売
店
、
ま
た
は
日
本
燃
焼
器
具

検
査
協
会
、
自
治
省
消
防
庁
等
、
 

政
府
機
関
が
行
な
っ
て
燃
焼
機

器
整
備
の
技
術
講
習
を
受
け
整

備
に
関
す
る
資
格
を
与
え
ら
れ

た
者
ま
た
は
店
舗
等
を
選
ん
で

点
検
・
整
備
を
し
て
も
ら

つ
て

下
さ
い
。
来
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、
 

家
庭
か
ら
の
燃
焼
機
器
等
に
よ

る
災
害
の
撲
滅
を
期
し
て
今
後

の
火
災
予
防
に
万
全
を
期
し
て

下
さ
い
。
 

燃焼機器の管理について

消防本部からお願い 

、  

五所川原市でも、県に準じて次の行事を予定しておりますので積極的に参加し

て下さい。  

1 7月中旬、市内の中学生を対象に「少年の主張五所川原市大会」を開きます。 

2 8月の夏休み期間中、市内の小・中学校の児童・生徒から作品を募集し、 

「国際児童年に関わるパネル及び作品展示会」を開きます。 

3 8月の夏休み期間中、子ども会、青少年赤十字、ガールスカウト等の代表 

者を対象に、 子どもの祭典丁を開きます。 

団体活動の情報交換、意見発表、レクリエーション等を予定しています。 

4 8月から11月にかけ、市内の小・中学校の児童・生徒に働きかけ発展途上

国（困窮児童救援のため）へ援助物資を調達・発送します。 

五所川原市教育委員会・国連青少年の家・少年補導センター・五所川原 

市福祉事務所・五所川原市青少年問題協議会・五所川原市少年

補導協力員連絡協議会・五所川原市連合PTA・五所 

川原市子ども会育成団体連合会 

準
子
ど

も
の
幸
せ
を
考
え
る
年
 

今
年
は
、

国
際
児
童
年
で
す
“
 

県
で
は
、

四
月
十
九
日
関
係
主
管
課
長
会
議
を
開
き
、
啓
発
 

事
業
の
実
施
基
本
計

画
を
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
各
市
町
村
の
協
力
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
 

事
業
に
よ
っ
て
は
補
助
金
の
助
成
を
行
う
こ
と
も
決
め
て
い
ま
 

す
。
 

■

「少
年
洋
上
の
つ
ど

い
 

七
月
下
旬
、
県
内
小
学
校
五
年
以
上
と
中
学
校
生
徒
で
、
子

ど
も
会
、
生
徒
会
等
の
団
体
活
動
を
し
て
い
る
児
童

・
生
徒
を

対
象
に
、
 
「少
年
洋
上
の
つ
ど
い
 
ー
青
函
連
絡

船
に
よ
る
む

つ
湾

一
周
ー
を
行
い
ま
す
っ
 

各
市
穀

・
』人
数
を
割
り
当

て
総
勢
六
百
人
で
行
い
ま
す
。
 

■
 

喫
少
年
の
主
張
晴
大
会

一
 

九
月
中
旬
、
青
森
市
で
中
学
生
を
対
象
に
、
 

少
年
の
主
張
 

県
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

ト
 

優
秀
者
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
最
優
秀
者
を
東
北
大
会
・
藻
 

全
国
大
会
に

出
場
さ
せ
ま
す
。
 

※
＋
一
月
四
日
、
少
年
の
主
張
全
国
大

会
（
福
岡
市
）
 
縛
 

■

一
般
に
周
知
 
編

通
年
で
広
報
活
動
を
行
い
、
 
一
般
へ
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
 

J
 

す
。
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ロ
湊
団
地
（
2
人
）
 

◇
第
一
千
鳥
町
 
小
田
桐
岩

男
◇
千
鳥
町
 
加
藤
忠
吉
。
 

ロ
松
島
団
地

（8
人
）
 

◇
一
丁
目
 
藤
田
善
太
郎
◇

二
丁
目
 
長
尾
与
広
◇
三
丁
目

沢
村
繁
◇
四
丁
目
 
葛
西
勇
三

郎
◇
五
丁
目
 
成
田
重
三
◇
六

丁
目
 
白
川
久
夫
◇
七
丁
目

山
形
四
郎
◇
八
丁
目
 
葛
西
一

次
。
 

ロ
新
宮
団
地

（4
人
）
 

◇
市
営
住
宅
 
林
一
夫
◇
県

営
住
宅
 
中
村
京
子
◇
第
一
町

内
会
 
松
本
政
喜
◇
第
二
町
内
 

仙
庭
文
男
◇
豊
成
 
工
藤
順
三
。
 

ロ
梅
沢
地
区
（
5
人
）
 

◇
梅
田
 
成
田
友
則
、
木
村

昭
彦
、
土
岐
市
五
郎
◇
中
泉

佐
々
木
善
吉
、
神
誠
。
 

ロ
栄
地
区

（1
6人
）
 

◇
湊
 
平
山
弥
助
、
小
山
内

秀
太
郎
◇
姥
落
 
藤
田
寿
造
◇

猫
測
 
藤
田
忠
造
◇
三
ッ
谷

石
沢
豊
太
郎
◇
稲
実
 
山
内
惣

馬
太
郎
、
加
藤
藤
男
◇
広
田

山
田
新
太
郎
、
毛
内
喜
代
「
う

七
ッ
舘
 
葛
西
繁
夫
、
葛
西
喜

美
雄
◇
み
ど
り
町
一
 
坂
本
弘

◇
み
ど
り
町
三
 
西
村
達
志
◇
 

岩
木
町
 
福
士
孝
一
◇
末
広
・

新
宮
町
 
松
本
一
雄
◇
末
広
町
 

◇
沼
田
町
 
古
川
ミ
ッ
ェ
◇
八

重
菊
 
葛
西
清
作
c
 

新
し

い
行
政
連
絡

員
決
ま
る
 

こ
の
一
年
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
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小
野
清
茂
◇
布
屋
町
 
黒
滝
嘉

一
郎
◇
本
町
 
葛
西
専
造
◇
東

町
 
安
田
孝
右
工
門
◇
弥
生
町

沢
田
誠
三
◇
鎌
谷
町
 
藤
森
正

夫
、
横
村
芳
夫
、
俵
谷
佐
之

一

◇
川
端
町
 
山
田
四
ッ
男
◇
第

一
柳
町
 
対
馬
左
都
夫
◇
第
一
一

柳
町
 
葛
西
富
蔵
◇
成
田
町

金
沢
定
雄
◇
元
町
 
小
田
桐
又

蔵
◇
新
町
 
唐
牛
行
雄
◇
田
町

鹿
内
雄
蔵
◇
栄
町
 
福
士
周
蔵

◇
田
園
調
布
 
尾
崎
武
三
◇
＋

川
町
 
前
田
貢
◇
平
和
町
 
野

呂
甚
助
、
笠
井
長
三
郎
◇
雛
田

平
山
昭
三
◇
小
曲
 
三
浦
行
一
 

昭
和
五
十
四
年
度
の
行
政
連
絡
員
の
辞
令
交
付
式
は
、
四
月

二
十
八
日
市
民
文
化
会
館
に
百
二
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
 

寺
田
市
長
か
ら
新
し
い
行
政
連
絡
員
百
五
十
五
人
に
委
嘱
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

寺
田
市
長
は
、「
市
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
重
要
な
役
割

り
を
担
っ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
た
い

…
」
 

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

地
区
別
の
行
政
連
絡
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

さ
つ
き
町
 
伊
藤
正
彦
◇
敷
島

町
 
中
山
金
次
郎
◇
東
雲
町

木
村
一
雄
◇
旭
町
 
斎
藤
隆
◇

大
町
 
石
井
柾
次
郎
◇
寺
町

・
 

ロ
五
所
川
原
地
区

（3
9人
）
 

◇
錦
町
 
長
内
千
代
吉
◇
幾

島
町
 
岩
谷
善

一
◇
柏
原
町

高
松
三
雄
◇
上
平
井
町
 
気
田

勝
治
◇
平
井
町
 
津
川
武
雄
◇

中
平
井
町
 
古
坂
功
◇
下
平
井

町
 
幡
野
善
保
◇
千
葉
清
三
◇
 

会
 
原
田
ヒ
ロ
。
 

み
ど
り
町
四
 
工
藤
甚
策
◇
み

ロ
七
和
地
区
（
1
0人
）
 
ど

り
町
五
 
姥
名
馨
◇
み
ど
り

◇
高
野
 
堀
内
謙
司
、
堀
内
 
町
七
 

須
崎
正
弘
。
 

秀
城
、
福
士
信
悦
◇
前
田
野
目
 

口
松
島
地
区
（
1
9人
）
 

斎
藤
勇
、
斎
藤
勇
造
◇
持
子
沢
 

◇
吹
畑
 
毛
内
千
代
太
郎
◇

山
内
清
三
郎
◇
羽
野
木
沢
 
伊
 

唐
笠
柳
 
高
橋
一
二
郎
◇
石
岡

藤
武
一
◇
原
子
 
阿
部
俊
悦
、
 

佐
々
木
嘉
四
太
郎
◇
水
野
尾

伊
藤
勇
◇
俵
元
 
伊
藤
武
雄
。
 

清
野
謙
六
、
太
田
秀
二
郎
◇
漆

ロ
長
橋
地
区
（
1
2人
）
 
川
 

吉
村
嘉
右
工
門
◇
太
刀
打

◇
浅
井
 
笹
森
豊
弘
◇
福
山
 

山
形
豊
太
郎
◇
桃
崎
 
荒
関
正

石
岡
勇
吉
、
小
枝
富
明
◇
杉
派
 

男
◇
尻
無
 
山
田
実
◇
一
野
坪

立
 
石
岡
善
蔵
◇
野
里
 
須
藤
 
島

谷
寅
之
助
◇
石
畑
 
対
馬
佐

銀
造
◇
神
山
 
成
田
勇
蔵
◇
松
 

三
雄
◇
前
落
、
中
村
 
小
野
耕

野
木
 
仙
庭
好
美
◇
福
岡
 
中
 

一
◇
馬
性
 
伊
藤
善
吉
◇
野
崎

川
定
雄
◇
若
山
 
高
谷
栄
一
◇
 

村
田
富
造
◇
田
中
 
渋
谷
武
則

石
田
坂
 
斎
藤
仁
郎
◇
戸
沢
 

◇
悪
戸
、
宮
田
 
平
山
茂
雄
◇
 
 

川
代
田
 
太
田
光
治
◇
米
田
 

対
馬
貞
市
◇
二
本
柳
 
猪
口
正

直
。
 

ロ
飯
詰
地
区
（
1
4人
）
 

◇
坂
ノ
上
、
南
新
 
平
山
政

雄
◇
北
新
、中
町
木

村
勉
◇
新

町
、
大
町
 
今
広
勝
◇
伝
助
町
、
 

下
町
 
横
山
柾
吉
◇
上
町
、
寺

町
 
中
谷
庄
左
工
門
◇
大
正
町

山
口
昭
造
◇
大
日
町
 
坂
本
博

一
◇
南
下
、
中
下
 
岩
田
柾
吉

◇
長
坂
 
吉
岡
勝
衛
◇
曙
町

和
田
松
高
◇
興
隆
、
朝
日
 
桜

庭
三
千
郎
◇
下
岩
崎
 
其
田
み

よ
の
◇
五
本
松
、
北
下
 
三
上

兼
松
◇
下
村
 
中
谷
一
郎
。
 

ロ
中
川
地
区
（
9
人
）
 

◇
川
山
 
秋
田
平
内
、
藤
森

武
松
、
舘
山
長
治
郎
◇
沖
飯
詰

秋
田
嘉
太
郎
◇
桜
田
 
笠
井
敏

江
◇
中
泊
 
笠
井
政
直
◇
種
井

高
橋
与
助
◇
田
川
 
平
山
清
一

◇
新
宮
 
原
定
五
郎
。
 

ロ
三
好
地
区

（9
人
）
 

◇
鶴
ケ
岡
 
小
野
善
直
、
開

米
喜
代
志
、
開
米
兼
男
◇
藻
川

一
戸
浅
雄
、
 一
戸
健
蔵
、
竹
谷

寅
五
郎
、
川
浪
善
久
◇
高
瀬

成
田
充
蔵
◇
福
井
 
小
笠
原
清

衛
。
 

ロ
毘
沙
門
地
区
（
8
人
）
 

◇
毘
沙
門
 
佐
藤
善
工
門
◇

旭
、
新
田
 
太
田
藤
太
郎
◇
中

崎
 
成
田
知
◇
共
栄
 
山
口
栄

太
郎
◇
中
野
、
川
端
 
杉
山
治

◇
上
長
富
 
増
田
光
信
◇
中
長

富
 
猿
賀
金
蔵
◇
下
長
富
 
木
 

村
千
代
作
。
 

（敬
称
略
）
 



舞舞麟麟舞麟麟難雄響茎麟葺 

よ市民一人一人の 

坊
や
も
 

私
た
ち
の
住
む

町
内
は
、
私

た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
し

よ
う

と
、
広
田
団
地
・
み
ど

り
町
一

丁
目
町
内
会
（
阿
部
政
昭
会
長

・

一
四
〇
世
帯
）
で

は
四
月
二
十

二
日
、
町
民
総
ぐ
る
み
で
春

の

大
掃
除
を
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
大
掃
除
に
参
加
し
た

の
は
、
・
サ
ラリ
ー
マ
ン
や
子
ど

も
づ
れ
の
主
婦
な
ど
百
三
十
人

で
す
。
 

緒
に
ゴ
II
、
拾
い
 

？
弓
“
町
内
総
ぐ
る
み
で
大
掃
除
 

思
い
思
い

の
軽
装
で
、
ホ
ウ

キ
や
チ
リ
取
り
を
持
っ
て
参
加

し
た
人
た
ち
は
、
空
き
地
や
歩

道
の
紙
ク
ズ
を
掃
い
た
り
、
雨

水
溝

・
側
溝
に
た
ま
っ
て
い
た

泥
を
す
く
い
上
げ
、
み
る
み
る

う
ち
に
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
 

お
母
さ
ん
の
そ
ば
で
、
よ
ち

よ
ち
歩
き
の
坊
や
も
紙
ク
ズ
を

拾
う
ほ
ほ
え

ま
し
い
姿
も
あ
り

ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
 

本
格
的
な
行
楽

の
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
 

行
楽
の
シ

ー
 

ズ
ン
を
迎
え
て

い
つ
も
頭
を
痛

め
る
の
は
、
観

光
地
や
公
園
が

一
部
の
心
な
い

人
々
に
よ
っ
て

こ
わ
さ
れ
た
り

汚
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
 

せ
っ
か
く
良
 

い
環
境
を
選
ん
で
行
楽
地
を
訪

れ
て
も
、
食

い
が
ら
が
放
置
さ

れ
て
い
た
り
、
紙
ク
ズ
が
捨
て

ら
れ
て
い
て
は
お
互

い
迷
惑
が
 

か
か
り
ま
す
。
 

み
ん
な
で
郷
土
の
自
然
を
大
 

切
に
し
、
住
み
よ

い
環
境
を
保

つ
た
め
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
 

自然を大切に 
みんなで協力の輪を広げよう 

「
こ
れ
は
ひ
ど

い
」
 

る
 

ぼ
く
た
ち
は
、
ゴ

て
 
ミ

収
集
場
所
に
捨
て
 

、 
「交通災害共済」 

市の」4月末現在の加入率は、20％といたって低調です。 

どなたも、万一の交通事故に備えI日1円の掛け金でよい 「交通災害共済」に 

加入しましよう。 

未加入の方は、市社会課か各支所ハ、お申し込み下さい。 

共済期間は、加入の日から 55年3 月31日までとなっております。 

かくれてる 
ノ 
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糾 

j言畦i'＝●砿言 
i'“昌だ叫叱こ嘩 

‘三に算~華コ、i遣 
り’葦に 

牟吐‘こ 

繊竃議篇二暮麟篇緯暮竃繊 
住 みよい 

i三 

き
れ
い
な
町
に
 
よ
い
子
が
育
つ
 

ら
れ
て
い
た
生
後
ー
 

力
月
の
五

つ
子
の
子

犬
で
す
。
 

か
わ
い
そ
・フ
に
と
、
 

市
役
所
の
清

掃
の
お

じ
さ
ん
た
ち
が
、

あ

ち
こ
ち
駆
け
ず
り
回

っ
て
も
ら
っ
て
く
れ

る
人
を
探
し
て
く
れ

ま
し
た
。
 

さ
い
わ
い
ぽ
く
た

ち
三
匹
は
、
心
あ
る

優
し

い
人
に
ひ
き
と

ら
れ
ま
し
た
が
、
あ

と
の
二
匹
は
保
健

所

に
つ
れ
て
い
か
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
 

ぼ
く
た
ち
が
、
ど
う
し
て
捨

て
ら
れ
た
の
か
、
な
ん
に
も
わ

か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

こ
ん
な
子
犬
の
仲
間
が
、

一
一
 
 

度
と
で
ま
せ
ん
よ
う
、

ぼ
く
た

ち
動
物
に
愛
情
と
責
任
を
持
っ

て
下
さ
い
ね
。
 

生きた子犬をゴミ収集場所ノ＼捨 

『轟
舞
妻
舞
総審
爾麟
縄
轡

鳳
 

市
民

一
人
一
人
の
モ
ラ
ル
の
向
上
で
交
通
事
故
を
防
ご
う
 

「市
交
通
事
故
防止
緊
急
対
策
本
部
」
設
置
 

一
 一
 
一
 
一
 
》
 

一
 
》
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曲がりかど 

いつも危険が 

Z
 

、
 

五
月
一
日

（
火）
ー
六
月
三
十
日

（
土）
 

五
所
川
原
市
交
通
事
故
防
止
緊
急
対
策
本
部
（
本
部
長
寺
田
市
長
）
を
設
置
、
事
 

故
防
止
対
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
交
通
三
悪
追
放
に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

青
森
県
内
の
交
通
事
故
増
加
率
は
、
目
下
全
国
第
三
位
と
い
う
最
悪
の
記
録
を
示

し
て
い
ま
す
。
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ま
で
。）
 

ロ
開
設

場
所
 

市
ら
舎
前
「
お
祭
り
広
場
」
 

市
立
図
書
館
 

虫
ぽ

し

の
た
め

休
館
 

市
立
図
書
館
が
、
五
月
二
十

一
日

（
月
）
か
ら
五
月
三
十
一

日
（
木
）
ま
で
ば
く
書

（
虫
ぼ
 

し
）
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
図
書
の
貸
し
出

し
は
、
五
月
二
十
日
ま
で
と
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

な
お
、
同
館
の
開
館
時
間
は
、
 

四
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日

ま
で
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
三
十
分
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

進
め
る
う
え
で

の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
各
商
店

な
ど
で
の
経
営
指
針
と
し
て
役
立
っ

て
い
ま
す
。
 

調
査
は
、

青
森

県
知
事
か

ら
任

命
さ
れ
た
商
業
調
査
員
お
よ
び
商
業

実
態
調
査
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
 

を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入
し

て
い
た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
方

法
で
行

い
ま
す
。
 

調
査
票
は
統
計
法
に
よ
り
厳
重
に

秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

申
告
に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

▽
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ

（
ァ
ブ

ラ
ナ
科
）
。山
野
の
日
当
り
の

よ
い
と
こ
ろ
に
生
え
る
越
年

草
で
す
。
 

花
が
お
わ
っ
た
後
に
果
実

が
細
長
く
の
び
る
と
こ
ろ
か

ら
「
旗
竿
」
と
し
、
山
野
に
生

え
る
の
で
ヤ

マ
ハ
タ
ザ
ォ
と
 

な
り
ま
し
し
た
。
 

▽
ヒ
メ
タ
ガ
ソ
デ
ソ
ウ

（
ナ

デ
シ
コ
科
）
。山
野
に
生
え
る

多
年
草
で
す
。
和
名
は
、
「
姫

誰
が
袖
草
」
 
で花
姿
が
か
れ

ん
な
と
こ
ろ
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
 

草
e
高
さ
が
＋
セ
ン
チ
ぐ
 

ら
い
で
白
い
五
弁
花
を

つ
け

ま
す
。
 

▽
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
（
スイ
カ
ズ

ラ
科
）
。山
地
に
生
え
る
落
葉

低
木
で
す
。
津
軽
地
方
で
は
、
 

「
ガ
ジ
ヤ
シ
バ
」
 
「ウ
，ツ
ギ
」
 

「
イ
ワ
シ
バ
ナ
」
と
俗
称
し
て

い
ま
す
。
ピ
ン
ク
の
花
は
美

し
い
も
の
で
す
。
名
は
「
谷
に

生
え
る
空
木
」
の
意
味
で
す
。
 

（
津軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）
 

癌
」野
草
の
花
惹
議
嬢
三
 

(
6
月
上
旬
1
6

月
下
旬
）
 

．
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
ゆ
っ
く
り
走
ろ
 

」フ
と
い
・
フ
、
 「ト

リ
ム
・
ジ
ョ

ッ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス
」
 
が
、
 

今
年
も
四
月
二
十

九
日
ォ
ー
プ
ン
、
 

さ
わ
 

や
か
 

な
朝
 

）ン
ョ

コ
 

の
空
気
を
吸
っ
て
約
六
百
人
 

利
用
で
き
、
年
齢
と
走
行
時

の
老
若
男
女
が
走
り
初
め
を
 

間
の
比
較
で
体
力
測
定
も
で
 

し
ま
し
た
。
 

き
ま
す
。
 

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
は
、
 

こ
の
日
は
、
朝
六
時
ご
ろ

市
が
昨
年
県
下
に
先
が
け
て
 
か

ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア

開
設
し
た
も
の
で
、
市
庁
舎
 
や
ジ
ャ

ン
パ
ー
姿
な
ど
の
市
 

通
産
省
は
、
「昭
和
五
十
四
年
度
商

業
統
計
調
査
お
よ
び
商
業
実
態
基
本

調
査
」
を
、
六
月
一
日
現
在
で
全
国

い
っ
せ
い
に
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
“
商
業
の
国
勢
調
査
《
 

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
商

店
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態

お
よ
び
商
品
の
全
国
的
な
流
通

状
況

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

全
国

の
卸
売
業

・
小
売
業
お

よ
び
飲
食
店

を
営
ん
で

い
る
す
べ
て
の
商

店
を
対

象
に
行
い
ま
す
。
三
年
ご
と
に
調
査

を
行
い
、
今
回
は
十
四
回
目
。
 

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道

府
県
、
市
町
村
で

の
商
業
、
企
業
の

育
成
、
流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
を
 

「朝
市
」
 
一
日
か
ら店
開
き
 

と
い
う
恒
例
の
「
朝
市
」
が
次
 

の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
開
設
期
間
 

長
が
、
 

「A
7
日
か
ら
ま
た
こ
 

六
月
一
日

（
金
）
ー
十
一
月
 

の
コ
ー
ス
を
走
っ
て
丈
夫
な
 

三
十
日

（
金
）
ま
で
。
 

体
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
…

」
 

（
毎
日
早
朝
か
ら
午
前
七
時
 

と
あ
い
さ
つ
、
市
長
と
小
山

市
教
育
長
、
市
内
蓮
沼
の
野

呂
甚
助
さ
ん
が
そ
ろ
っ
て
テ
 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
は
、
 

十
月
三
十
一
日

（
火
）
ま
で

常
時
開
設
し

て
お
り
ま
す
の

で
ど
な
た
も
自
由
に
ご
利
用

下
さ
い
。
 

さわやかな朝、走れ走れ 

前
「
お
祭
り
広
場
」
 
から
岩

木
川
堤
防
を
通
り
、
元
町
浄

水
場
ー
折
り
返
し
点
ー
八
幡

宮
神
社
ー
柳
町
ー
お
祭
り
広

場
ま
で
の
延
長
三
千
H

で
す
。
 

ジ
ョ

ッ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
は
、
 

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
自
由
に
 

6月I日現在で実施 

商業統計調査

商業実態基本調査 

新
鮮
で
安
い
野
菜
、
果
物
を

皆
さ
ん
の
食
卓
に
供
給
し
よ
う
 

嘩

肩

六
百
人
が
走
り
初
め
 

ー
プ
カ
ッ
 

ト
し
、
い
 

っ
せ
い
に
 

民
が
続
々
集
ま
り
、
 
 
寺
田
市
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県
教
育
セ
ン
タ

ー
で
は
、
次

の
日
程
で
五
所
川
原

市
に
「
教

育
相
談
室
」
 
を開
設
し
ま
す
。
 

お
子
さ
ん

（
幼
児
は
除
く
）
 

の
学
校
、
家
庭
生
活
等
で
お
悩
 

み
の
方
は
 

遠
慮
な
く
 

ご
利
用
下
 

さ
い
。
 

ロ
開
設
日
時
 
六

月
か
ら
明

年
二
月
ま
で
の
毎
週
金

曜
日
、
 

午
後
一
時
三
十
分
か

ら
四
時
ま

で
。
 

ロ
開
設
場
所
 
市
民
文
化

会

館
 ロ

相
談

（
治
療）
内
容
 
乱

暴
、
非
行
、
登
校
拒
否
、
性
的

興
味
、
奇
癖
、
学
業
成
績
、
ノ
 

偏
食
、
ど
も
り
、
視
聴
覚
障
害
等

ロ
指
導
者
 
県
教
育
セ
ン
タ
 

ー
指
導
主
事
及
び
研
修
生

（
小
 

・

中
・
高
校
教
諭
）
 

ロ
お
申
込
み
 
予
約
制
で
す

の
で
、
保
護
者
ま
た
は
学
校
で

は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
か
直
接

お
い
で
に
な
っ
て
お
申
し
込
み
 

下
さ
い
。
 

相
談
の

日
時
を
お

知
ら
せ
し
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員

会
、
教
育
研
修
指
導
室
（

。
⑤

二
二

一
番
、
内
線
二
四
七
番
）
 

お
子
さ
ん
の
非
行
等
で
お
悩
み
の
方
 

「教
育
相
談
室
」
の
ご
利
用
を
 

イ
ロ
ー
ゼ
、
夜
尿
、
車
酔
い
、
 

ま
す
。
 

「献
血
に
ご

協
力
下
さ
い
」
 

移
動
採
血
車
 

「青
い
鳥
号
」
 

に
よ
る
街
頭
献

血
が
行
わ
れ
た

五
月
四
日
、
寺

田
市
長
に
日
赤

奉
仕
団
員
が
街

頭
か
ら
献
血
を

呼
び
か
け
、
平

日
の
二
倍
の
百

十
三
人
の
協
力

が
あ
り
ま
し
た
。
 

ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
 

献血にこ協力を 
日赤奉仕団等が街頭から呼びかけ 

両
血
に
 

ご
協
力
下
さ
い
 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

の
」
 

四
月
分
か
ら
月
額
三
千
三
百
円
に
と
か
 

「日
常
の
英
会

話
教
室
」
受
講
者
を
募
集
 

最
近
海
外
へ
旅
行
す
る
方
が

多
く
な
り
、
ま
た
日
常
語
と
し

て
も
英
語
が
使
用
さ
れ

る
機
会

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

英
会
話
を
身
に

つ
け
た
い
方

は
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
対
象
者
 
一
般
男
女
。

学

生
を
除
き
ま
す
。）
 

ロ
募
集
人
員
 
十
五
人

ロ
開
設
場
所
 
国
連
青
少

年

の
家

（
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
）
 

ロ
開
設
期
間
 
六
月
五
日
 

（火
）
から
十
月
三
十
日

（
火
）
 

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
。
 

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
九
時

ま
で
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
五
月
三

十
日

（
水
）
 

ロ
申
込
み
先
 
国
連
青
少
年

の
家
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

詳
し
く
は
、
国
連
青
少
年
の

家

（
廿④
三
六
〇
二
番
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

「成
人
大
学
講
座
」
 

受
講
生
を
募
集
 

ロ
学
習
テ
ー
マ
 
「
津
軽
地

方
の
生
活
文
化
と
そ
の
傾
向
に

つ
い
て
」
 

ロ
対
象
 
一
般
市
民
。
 
（
年

齢
、
性
別
、
学
歴
を
問
い
ま
せ

ん
。）
 

ロ
募
集
人
員
 
約
五
十
人

ロ
と
き
 
六

月
下
旬
か
ら
十

二
月
下
旬
ま
で
c
 
（
約
二
四
時

間
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
講
師

・
助
言
者
 
大
学
教

授

・
助
教
授
及
び
県
内
外
、
市
 
 

内
学
識
経
験
者
等
 

ロ
申
込
み
先
 
五
所
川
原
市

岩
木
町
一
二
番
地
（
郵
便
番
号

〇
三
七
）
、
市
中
央
公

民
館
 

（
●⑤
一
一
三
五一
一
番
）
 

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
連
絡
電
話
番
号
享
 
 

を
明
記
の
う
え
お
申
し
込
み
下

さ
い
c電
話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
c
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
五
月
」
一

十
一
日
 

青
年
ク
ラ
ブ
で
 

五
所
川
原
青
年
ク
ラ
プ

（
藤

森
健
悦
会
長
・
会
員
五
〇
人
）
 

は
四
月
二
十
四
日
、

寝
た
き
り

老
人
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
 

バ
ス
タ
オ
ル
三
十
枚
を
寺
田
市

長
に
託
し
ま
し
た
。
旦
写
真
上

さ
る
三
月
十
七
日
、
市
民
文

化
会
館
で
開
い
た
歌
謡
大
会
で

の
収
益
金
四
万
円
で
購
入
し
た

も
の
で
す
。
 

国
民
年
金
は
、
歳
を
と
っ

た
り
、
障
害
者
と
な
っ

た
り
、
 

母
子
世
帯
に
な
っ
た
り
し
て

所
得
が
な
く
な
っ
た
り
、
少

な
く
な
っ
た
方
に
対
し
年
金

を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
所

得
の
保
障
を
行
う
こ
と
を
目
 

的
と
 

し
て
 

い
ま
 

す
。
 

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
で

は
、
年
金
額
を
見
直
し
、
そ

の
充
実

・
改
善
を
図
る
た
め
、
 

昨
年
七
月
に
拠
出
年
金
、
八

月
に
福
祉
年
金
の
年
金
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 
 

ま
す
。
 

こ
の
日
の
街
頭
献
血
は
、
午

前
十
時
か
ら
駅
前
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
寺
田
市
長
に
日

赤
奉
仕
団
五
所
川
原
支
部

（
佐

藤
貞
委
員
長
）
の
十
一
人
、
そ

れ
に
市
保
険
衛
生
課
職
員
が
タ

ス
キ
が
け
で
街
頭
に
立
ち
、
チ

ラ
シ
や
風
船
を
配
っ
で
献
血
を

呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。
 

「
私
た
ち

の
命
は
、

い
ろ
い

ろ
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
 

い
つ
輸
血
を
必
要
と
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
」
 
と
い
う呼
び
か

け
に
多
く
の
協
力
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
 

年
金
給
付
は
、
保
険
料
の

積
立
金
と
国
庫
金
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
の
で
、
年
金
給

付
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
額
の

引
き
上
げ
も
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

」ら
、
 

保
険
料
の
額
が
、
昭
和
五
十

四
年
四
月
分
か
ら
月
額
三
千

三
百
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

寝
た
き

り
老
人
に
バ

ス
タ
オ
ル
を
贈
る
 

r巨
 

、
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地 区 名 実施会場 2 回目 実施時間 

五 小 学 区 市中央公民館 5 月29日 午
 
後
一
 

1
2
 
0
0
 
0
0
 

 
三 好 地 区 三好診療所 5 月30日 午

 
後一

 

03
 
0
0
 

 
松 島 団 地

松 島 地 区 
市中央公民館 5 月31日 

午後 1 】 00 

~ 2 : 00 

長 橋 地 区 長橋診療所 6月I日 午
 
後一

 

03
 
0
0
 

 
中川・梅沢 
栄・毘沙門 
みどり町地区 

市中央公民館 6月 S 日 
午後I】 00 

- 	2 : 00 

七 和 地 区 七 和 支所 6月 6日 午
 
後一

 

0
3
 
0
0
 

 
飯
南
 
詰
小
 
地
学
 
区
区
 

市中央公民館 6月 7 日 
午
 
後一

 

1
2
 
0
0
 
0
0
 

 

小児マヒ予防の 

生ワクチン（ 2 回目）を与えます 

「腹痛」でお悩みの方 

おいで下さい 
医師会と家庭を結ぶ、 「みんなの健康

教室」 が次の日程で開かれます。 

みなさんの聴講をお待ちしております。 

今月のテーマは、 「腹痛について」で

す。 

ロとき 5 月25日（金）午後 1時から

ロところ 産経会館四階ホール 

年間を通して聴講された方には、修了

証書と記念品をお贈りします。 

ロ主催 北五医師会‘五所川原市民保

健協議会 

Ilkた切I二五  

広田団地線（ワンマン） 

五所川原

営業所発 

五所川原

駅 前 発 

広田団地

― 丁 目 

広田団地
コミュニテイ― 
センタ―着 

運 賃 100円 130円 130円 

1
7

. 1
51

8
. 1
5
 

 

8
2
46
7
8
 
 

2
3
3
5
3
3
 
 

0
0
0
0
0
0
 
 

1
1
1
1
1
 
 

一
一
【
り
！

b
!
b
!
b
 

 

3
4
4
0
44
  

8
2
4
7
7
8
 
 

1
1
1
1
1
 
 

鰻
1
7
.
1
0

1
7
.
5
0

1
8
.
5
0
 

 

広 田団地

一 「目発 

広田団地
コミュニテイ一 
センター発 

五所川原

駅 前 着 

五所川原

営業所着 

運 賃 130円 100円 

日日
 
祝
祝
 
休

休
 

1
3
5
32
0
02
  

5
0
5
55
5
5
5
 
 

7
7
7
89
2
46
  

1
1
1
  

!
 
 

7.20 
7.35 

3
3
  

8.00 
8.40 
9.30 

12.10 
14.10 

9.10 

16.30 

役
所
の
仕
事
で
お
悩
み
の
方
は
 

行
政

相
談

委
員
へ
 

行
政
管
理
庁
で

は
、
当
市
住

民
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
等
の

相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
手

助
け
す
る
た
め
、
 
次
の
方
を
 

「行
政
相
談
委
員
」
に
委
嘱
し
て

お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
大
字
姥
落

字
桜
木
 

広
田
団
地
内
の
バ
ス
運
行
経

路
が
、
四
月
二
十
八

日
か
ら
大

幅
に
変
更
と
な
り
、

一
丁
目

ー
 

二
丁
目
ー
四
丁
目
ー
七
丁
目

ー
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
セ
ン
タ
ー
 
「
 

（
●⑤
、
三
〇
四
八
番
）
 

五
所
川
原
市
字
柳
町
八
 

成
 
田
 
栄
 
一
 

（
●④
ー
三
〇
二
八
番

）
 

相
談
は
、
無
料
で
口
頭
、
電
 

さ
か
え
」
経
路
の
団
地
内
一
巡

と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

広
田
団
地
線

の
新
し
い
バ
ス

運
行
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 
 

も
よ
く
、
相
談
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
は
、
秘
密
を
守
り
親

身
に
お
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

相
談
の
内
容
は
、
役
所
の
仕

事
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何

で
も
よ
く
、
例
え
ば
、
役
所
の

仕
事
が
遅
い
、
不
親
切
だ
、
納

得
で
き
な
い
。
法
律
や
手
続
き

が
わ
か
ら
な
い
等
、
日
頃
お
困

り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
不
満

に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金

に

は
、
保
険
料
を

免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
て

も
、
毎
日
の
生

活
が
苦
し

い
と

か
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る

な
ど
で
、
保
険

料
を
納
め
た
く
 

て
も
納
め
ら
れ
な
い
方
が

い
ま

す
。
 

こ
れ
ら
の
方
々
は
、
保
険
料

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
滞

納
に
な
り
、
将
来
、
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
届
出
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
を

免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ど
う
し
て
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
な
い
で
、
七
月
末
日
ま
で
 

ロ
と
き
 
五

月
二
十
日
（
日
）
 

午
前
十
時
か
ら

ロ
と
こ
ろ

市
内
大
町
「
藤

吉
郎
」
 
三
階
。
 

市
民
の
皆
さ

ん
多
数
お

い
で

下
さ
い
。
 

会
員
募
集

五
所
川
原
宝

生
会
で
は
、
毎

週
金
曜
日
午
後

七
時
か
ら
「
謡
 

曲
教
室
」
 
を開
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
連
絡
先
 
市
中
央
公
民
館
 

（
胃⑤
二
三
五

二
番
）
 

に
市
社
会
課

・
国
民
年
金
係
で

手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。
 

将
来
、
保
険
料
を
納
め
る
余

裕
が
で
き
ま
し
た
ら
、
十
年
前

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

児
童
図
書
 

二
百
五
十
冊
も
購
入
 

ご
利
用
下
さ
い

市
立
図
書
館
で
は
こ
の
ほ
ど
、
 

布
施
病
院
院
長
布
施
清
一
氏
か

ら
寄
付
さ
れ
た
三
十
万
円
で
児

童
関
係
図
書
二
百
五
十
冊
を

購

入
し
ま
し
た
。
 

同
館
で
は
こ
れ
に
市
民
か
ら

の
貴
重
な
献
本
や
新
刊
図
書
千

四
百
冊
を
新

た
に
購
入
し
、
蔵

書
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

献
本
あ
り
が
と
う
 

こ
の
ほ
ど
市
立
図
書
館
に
、
 

次
の
方
々
か
ら
貴
重
な
献
本
が

あ
り
ま
し
た
。
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
 
 

ま
す
。
 

阿
部
弘
子

（
松
島
町
六
丁
目
）
 

山
田
秀
雄
（
広
田
）
、
高
橋
昇

一
、
高
橋
民
一
 
（
以上
川
端
町
）
 

三
上
守
（
平
和
町
）
 （敬

称
略
）
 

坂
 
本
 

甚
 
作
 

話
、
手
紙
の
い
ず
れ

の
方
法
で
 

広
田
団
地

線
バ

ス
 

団
地
内
経
路
が

変
更
 

保険料の免除制度を 

ご存知ですか 

津軽地区 

「謡曲と仕舞の会」 

r
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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